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169Ybは医療用放射性核種の一つである。我々はその生成反応を決定する為に重要な断面積の測定を系統的

に行っている。本発表では natErへのアルファ粒子入射反応実験について報告する。 
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1. 緒言 
169Ybは医療用放射性核種の一つである[1]。しかしながら、その生成手法は未だ確定しておらず、判断材

料の一つである生成断面積の実験データも数が少ない。また、それぞれのデータが大きく異なる為、新し

い実験による精査が必要である。このような状況のもと、我々のグループでは、荷電粒子入射反応におけ

る 169Yb生成反応断面積測定を系統的に行ってきた。本発表では、
natErへのアルファ粒子入射反応実験について報告する。 

2. 実験 

本実験は理化学研究所 AVFサイクロトロンにて実施した。50 

MeVアルファ粒子ビームを natErと natTiからなる積層箔標的に照

射した。照射後、Ge検出器を用いたガンマ線スペクトロメトリ

ーによって各箔における生成核種の断面積を測定した。169Ybの

同定には、崩壊時のガンマ線 177.21 keV（22.28%）を用いた。 

3. 結果・考察 

先行研究[2-5]及び TENDL-2017[6]と比較した我々の実験結果を図 1に示す。B. Kiraly et al. (2008) とピー

ク位置は一致するが、ピーク断面積は 100 mb程度小さい結果となった。TENDL-2017は、励起関数の変化

の傾向を良く再現しているが、実験値を過小評価することがわかった。 
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図 1 実験結果と先行研究 [2-5]及び

TENDL-2017[6]との比較 
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